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　　胃がん検診における診療放射線技師の読影力と

　　　　　　　　　　　　　　　がん発見率の関連性に関する研究
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　診療放射線技師(以下、技師）の読影力は胃がん検診において撮影技術を向上

させるためにも非常に重要であると考えられるが、その技師の読影力に関する

研究はほとんどない。そのため、技師の読影力の必要性に関する認識は一般的

に低く、読影力は技師によって大きな格差があるのが現状である。

　本研究では医師の読影判定をゴールデンスタンダードとし、医師の読影判定に

対する各技師の相対的な読影力とその技師が撮影した対象者におけるがんの

発見率の関連性を調べる。技師の読影力ががんの発見率に影響を及ぼすことが

あきらかになれば、技師の読影力向上のための教育の必要性を説いていくこと
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によって、技師全体の読影力を向上させ、胃がん検診のがん発見率を向上させる

ことができると考えている。
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